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特
集

太
宰
治
と
詩
歌

凡
例太

宰
の
作
品
ご
と
に
詩
歌
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
次
の
手
順
で
抽
出
し
た
。

　
①
　
中
村
三
春
「
太
宰
治
引
用
事
典
」（『
太
宰
治
事
典
』
一
九
九
四
・
五
、
學
燈
社
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
詩
歌
。

　
②
　
右
に
記
載
の
な
い
詩
歌
。

　
こ
の
場
合
の
「
詩
歌
」
に
は
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
漢
詩
の
ほ
か
に
、
歌
曲
・
民
謡
・
唱
歌
・
流
行
歌
等
の
詞
も
含
ん
で
い
る
。

　
作
品
は
『
太
宰
治
全
集
』（
一
九
八
九-

一
九
九
二
、
筑
摩
書
房
）
の
収
録
順
に
並
べ
て
あ
る
。
詩
歌
の
引
用
が
見
ら
れ
な
い
と
思

わ
れ
る
作
品
は
挙
げ
て
い
な
い
。
引
用
の
後
の
数
字
は
巻
号
と
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。（
例
：（
１-

19
）
は
『
太
宰
治
全
集
』
第
一
巻
の

一
九
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

・
詩
歌
の
引
用
の
直
後
に
典
拠
を
示
し
た
。

・
詩
歌
の
引
用
が
一
部
分
で
あ
る
場
合
は
そ
の
前
後
も
示
し
た
。

・●
は
資
料
や
先
行
研
究
の
見
解
を
示
す
。

・▼
で
そ
の
資
料
の
筆
者
・
論
題
を
示
し
た
。
そ
の
他
の
関
係
す
る
論
文
等
も
▼
で
示
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、①
引
用
の
典
拠
が
特
定

　 

で
き
な
い
場
合
、②
本
小
特
集
筆
者
が
資
料
や
研
究
の
見
解
を
ま
と
め
た
場
合
は
「
▼
参
照
＝
」
で
示
し
た
。

・※

は
本
小
特
集
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

・
今
後
の
太
宰
と
詩
歌
に
関
わ
る
調
査
を
期
し
て
典
拠
不
明
の
も
の
も
挙
げ
た
。


